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点検・評価シート（２） 

 

健康都市やまとＭＡＮＡＢＩ計画 

（大和市生涯学習推進計画）  

                 （教育委員会所管分） 

 ※令和５年度に本計画の計画期間が１年間延伸されたことに伴い、最終目標

値が変更されています。 

 

◆ 評価の基準について ◆ 

 

○施策目標の「総合評価」 

Ａ評価 施策目標の実現に向けて、期待を上回る結果が表れている。 

Ｂ評価 施策目標の実現に向けて、期待された結果が表れている。 

Ｃ評価 施策目標の実現に向けて、期待された結果が表れていない。 

 

 

 

 

○個別目標の「達成度」 

Ａ評価 個別目標の進捗状況が、令和５年度に期待された結果を上回っている。 

Ｂ評価 
個別目標の進捗状況が、令和５年度に期待された通りの結果になって 

いる。 

Ｃ評価 個別目標の進捗状況が、令和５年度に期待された結果を下回っている。 
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個別目標１―（１） 市民一人ひとりにとっての「居場所」の提供 

     ・人口減少社会の到来、人生１００年とも言われる長寿社会の到来という新たな時代の中で、 

生涯学習においても、社会状況の変化に対応していく必要があります。 

     ・特に、退職後、地域とのつながりが少ない方や同居家族のいない方などの「おひとり様」を 

      対象に、学習機会や「居場所」の提供などを進め、これらの人たちが充実した毎日を過ごせ 

るよう支援していくことが必要です。 

     ・そこでは、人と人との新たな出会いや交流、学びへの興味や意欲の向上が期待されます。 

 

 

     【めざす姿】 

      市民の学びに関わる機会が増えている。 

      

 

     【施策の内容】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施策目標１ 誰もがいつでも気軽に学習できる場を提供します 

市民の学びを推進するにあたっては、多世代にわたって誰もが自らの意思で学び始めるきっか

けづくりが重要です。 

そのために、誰でも気軽に学習できる場を提供することで、学習への興味や意欲を湧き立たせ、

より多くの人々に自己の充実、生活の質的向上をもたらすことができます。 

① 「健康都市大学」を開講します。 

・「大和市民大学」を大幅にリニューアルし、市や関係団体等が実施する学習機会を、共通の

仕組みで一つにつなぐ「健康都市大学」を開講します。 

・そこでは、市民が講師となり市民に教授する講座等を充実させるなど、学びを通じた、市民

の居場所づくり、交流の場づくりを目指します。 

② 市の施設を活用し、市民の「居場所」を提供します。 

・「文化創造拠点シリウス」を中心に、「市民交流拠点ポラリス」、各地区学習センターなどを

市民の「居場所」としても活用し、学習に触れる機会を提供します。 

③ 誰でも気軽に利用できる学習スペースを提供します。 

・主に、学習センターの一部の会議室等を、誰でも自由に学習できるスペースとして開放し、

市民が気軽に利用できる学習の場を提供します。 

・「シリウス」や「ポラリス」に設置している市民交流スペースをはじめとした、誰もが自由

に利用できるスペースを提供します。 

④ 気軽に立ち寄ることのできる図書館で学習機会を提供します。 

・いつでも、だれでも、だれとでも利用できる図書館を市民の「居場所」として提供するとと

もに、一人ひとりの知的好奇心に応じた学習の場を提供します。 
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 個別目標１－(1)を達成するための主な取組                                   

 1 健康都市大学の開講 （市長部局所管  担当：図書・学び交流課） ※２０２３年度で終了 

 【関連する施策の内容】①健康都市大学を開講します。 

            ②市の施設を活用し、市民の「居場所」を提供します。 

 

・健康都市大学は、市民自身が持つスキルや知識、経験をもとに、市民が講師を務める「市民でつくる健康学

部」、市や外郭団体などが市民向けに実施している講座から成る「人の健康学部」と「まちと社会の健康学部」

の３つの学部で構成していました。 

・健康都市大学の特徴的な学部である「市民でつくる健康学部」は、いつでも誰でも気軽に参加できる市民講

師の講座を開催しており、２０２３年度は１９１回の開催で、延べ５，３１２人の方にご参加いただきまし

た。 

・活動指標と成果指標の数値を用いた１回あたりの受講者数を比較してみても、２０２２年度は２７．５人、

２０２３年度は２７．８人と同水準を維持しており、市民の学びの意欲にこたえるとともに、文化創造拠点

シリウスを市民の「居場所」として定着させる役割を果たしたと考えます。 

・一方で、指定管理者との事業重複や受講者の固定化等、さまざまな課題が見つかったことから、事業見直し

のため、２０２３年度をもって事業を終了しました。 

・「人の健康学部」や「まちと社会の健康学部」については、市や外郭団体等が実施する講座などをまとめた「健

康都市大学ガイドブック」を発行し、学びの情報の一元化と、分かりやすい情報提供に努めました。 

 

活動指標  

※１ 計画策定時（２０１７年）は、健康都市大学は事業創設前のため実績なし。 

※２ 健康都市大学は、事業見直しに伴い、２０２４年１月末日をもって終了したため、開講数が減少している。 

 

成果指標  

 

今後の課題 
・本事業は２０２３年度を以って終了し、２０２４年度以降は、「生涯学習をはじめるきっかけづくり」を目的

とした、市民による講座を新たに開講します。新事業においても多くの市民が新たな趣味の発見や生きがい

づくりなど、主体的に生涯学習に取り組めるように事業を行っていく必要があります。 

 

  

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○健康都市大学

の開講数 
回 － 309  96 251 236 191  363 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○健康都市大学

の受講者数 
人 － 9,535 2,419 6,686 6,503 5,312  2,600 

※2 

※1 
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 2 学習センターにおける学習の場、居場所の提供 （市長部局所管 担当：図書・学び交流課） 

【関連する施策の内容】②市の施設を活用し、市民の「居場所」を提供します。 

           ③誰でも気軽に利用できる学習スペースを提供します。 

 

・文化創造拠点シリウス２階の市民交流ラウンジ（有料）を個人の勉強や読書、リモートワークの場として提

供したほか、シリウス・ポラリスでは予約せずに誰もが利用できる市民交流スペース、各学習センターでは

当日の団体利用の無い空き会議室を有効に活用する学習室開放を行いました。 

・２０２３年度は、新型コロナウイルス感染症対策のための臨時休館期間や開館時間の短縮が無かったことか

ら、１年を通して学生をはじめとする多くの方に学習の場及び居場所を提供できました。 

・成果指標である市民一人当たりの学習センター来館回数については、新型コロナウイルスが５類感染症に移

行したことを受け、座席レイアウトの見直し等を行い、最終目標値と同程度の来館回数となりました。 

 

活動指標                                       

※１ 計画策定時（２０１７年）、ポラリスは開館前のため実績なし。地区館は直営のため月曜休館。また、桜丘

学習センターは改修工事のため２０１７年９月～２０１８年３月まで休館。 

※２ ２０１９年度は、２０１９年１０月１２日(土)大型台風１９号に伴う全館休館が１日、新型コロナウイルス

感染症拡大防止に伴う臨時休館期間２０２０年３月１日(日)～３１日(火)があった。 

※３ ２０２０年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う臨時休館期間２０２０年４月１日(水)～６月

３０日(火) （渋谷図書館は５月３１日(日)まで）があった。 

※４ つきみ野学習センターは、２０２１年１２月２９日(水)～２０２３年４月９日(日)まで大規模改修工事の

ため休館。 

※５ つきみ野学習センターは、２０２３年７月１８日(火)～８月４日(金)までは空調設備追加工事のため休館。 

 

成果指標  

 

 

今後の課題 
・市民交流スペースなど、レイアウトの見直しを行ったが、引き続き利用者が快適に利用することができるよ

う有効的な活用方法について検討していきたいと考えます。 

・引き続き、感染状況を注視して、利用者の皆様の理解を得ながら、団体やサークルにとって安心して活動で

きる環境を整える必要があります。  

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○学習センター

の開館日数 

日 

生涯363 332 272 359 359 360 
 

359 

ポラリス－ 328 277 359 359 360 
 

359 

つきみ野308 326 267 270 0 331 
 

357 

桜丘131 326 267 357 357 358 
 

357 

渋谷346 317 258 346 346 347 
 

346 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○市民一人当た

りの学習センタ

ー来館回数 

回 4.74 8.64 2.28 5.72 5.96 7.37 

 

6.55 

※4､5 

※2 ※3 ※1 

※4 
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 3 図書館における学習の場、居場所の提供 （市長部局所管 担当：図書・学び交流課） 

【関連する施策の内容】②市の施設を活用し、市民の「居場所」を提供します。 

           ④気軽に立ち寄ることのできる図書館で学習機会を提供します。 

 

・文化創造拠点シリウスを中心とした３つの図書館において、それぞれの地域の特性に合わせた施設運営を行

っています。 

・中でも大和市立図書館は、文化創造拠点シリウスの「全館まるごと図書館」というコンセプトのもと、館内 

には神奈川県下で最も多い９８７席の座席を配置し、館内どこでも図書館の本を読むことができる居心地の

よい空間づくりに努めました。 

・２０２３年度は、新型コロナウイルスの５類移行により変化する社会状況に対応しながら、市民の学習の場、

居場所を提供しました。 

・成果指標である、図書館の来館者数は、文化創造拠点シリウスが約２８６万人、中央林間図書館が約７５万

人、渋谷図書館が約１５万人で、合計約３７６万人となっており、新型コロナウイルス感染症拡大前の水準

に戻りつつあります。 

・以前から課題として挙げていた休日の閲覧席不足について、読書室の座席入替制を開始しました。大きな混

乱もなく、徐々に利用者へ浸透しています。 

 

活動指標 

※１ 計画策定時（２０１７年）は中央林間図書館は開館前のため実績なし。 

※２ ２０１９年度は、２０１９年１０月１２日(土)大型台風１９号に伴う全館休館が１日、新型コロナウイルス

感染症拡大防止に伴う臨時休館期間２０２０年３月１日(日)～３１日(火)があった。 

※３ ２０２０年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う臨時休館期間２０２０年４月１日(水)～６月 

３０日(火) （渋谷図書館は５月３１日(日)まで）があった。 

 

成果指標    

 

今後の課題 
・２０２１年度からは、全館一括での指定管理者による運営体制が整ったことから、それぞれの図書館が地域 

に根差した特徴ある図書館としての機能を十分発揮するだけでなく、各図書館が連携し、横断的な図書館サ 

ービスの展開をより進めていく必要があります。 

・休日の閲覧席の不足について、読書室座席入替制の効果を注視しつつ、必要に応じて指定理者と対策等を協

議していきます。 

 

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○図書館の開館

日数 

日 

本館363 332 272 363 363 364 
 

363 

中央林間－ 332 277 363 363 364 
 

363 

渋谷308 317 287 346 346 347 
 

346 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○図書館の来

館者数 
人 3,053,751 4,002,361 1,922,640 3,010,193 3,429,076 3,763,607 

 
4,218,787 

個別目標１―（１）  市民一人ひとりにとっての「居場所」の提供   [達成度]   Ｂ 

※2 ※3 ※1 
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個別目標１―（２） 生涯各期に合わせた学習機会の提供     

     ・人口減少社会の到来をはじめ、グローバル化や情報化の進展など、今日の社会状況は 

目まぐるしく変化しています。 

     ・このような社会を生き抜き、充実した生涯を送ることができるよう、一人ひとりの生涯各期 

      に合わせた学習機会の提供が必要です。 

 

 

     【めざす姿】 

      乳幼児から高齢者まで全ての世代にわたって、意欲的に楽しく学習する市民が増えている。 

  

 

     【施策の内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 乳幼児期に対応する学習機会を提供します。 

・乳幼児の健全な心身と生活の基礎を養うとともに、保護者の子育てに関する悩みや不安など

が軽減されるような学習機会を提供し、家庭教育支援を推進します。 

・保護者同士の交流の場や学習の場を設けて、乳幼児と保護者がともに学び、成長できるよう

な機会を提供します。 

・様々な読書活動を通じて乳幼児と保護者がさらにふれあいの時間を持つきっかけとなるよ

うな機会を提供します。 

② 青少年期に対応する学習機会を提供します。 

・「社会を生き抜く力」を養うために、生涯にわたって学び続ける意欲や、自らが考え、判断

し、行動できる資質や能力を身につける学習機会を提供します。 

・青少年が、社会体験や自然体験など様々な体験により、自主性や協調性を養うことができる 

学習機会を提供します。 

③ 成人期に対応する学習機会を提供します。 

・家庭、地域、職場での生活を豊かにするため、趣味や教養、就労などに関する学習機会を提

供します。 

・高齢期に向けて、新たな生きがいの発見や地域とのつながりを促す機会、また健康づくりの

ための学習機会を提供します。 

④ 高齢期に対応する学習機会を提供します。  

・高齢化に伴う新たなライフスタイルに対応した、趣味や教養、健康に関する学習機会を提供

します。 

・学び直しや新たな学びに挑戦する意欲や生きがいを持つとともに、自己の知識や経験等を次

世代の育成や地域での社会貢献に活かせるような学習機会を提供します。 
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個別目標１－(2)を達成するための主な取組                                   

 1 乳幼児期対応講座等の開催 （市長部局所管  担当：図書・学び交流課） 

 【関連する施策の内容】①乳幼児期に対応する学習機会を提供します。 

  

・学習センターでは、乳幼児期における問題をテーマとして、市民ニーズに応じた学習機会を市や地域、学習

団体と連携して提供し、事業実施後にはアンケートを用いて事業の成果の把握に努めました。 

・２０２３年度は、生涯学習センターで開催した「子育て応援オンライン講座」など、オンライン形式での講

座を実施するとともに、新型コロナウイルスが２０２３年５月に５類感染症に移行したことを鑑み、対面で

の講座も開催しました。 

・渋谷学習センターで開催した「英語で遊ぼう！Story Time Join us！」では、乳幼児と保護者、ボランテ

ィア講師等のふれあいの中で、英語を取り入れた絵本や歌を通して英語の楽しさ（リズムなど）を伝え、乳

幼児を抱える保護者に安らげる時間を提供しました。 

講師の方は子どもたちが飽きないよう、会場の様子をみながら、歌、絵本、楽器、身体を動かすなどテンポ

よく講座を展開していました。 

・受講後のアンケートでは、「分かりやすい歌遊びでとても楽しかったです。」や「数字の歌がノリがよくて印

象に残りました。英語ならではのリズムが楽しめる内容になっていて親の私も楽しめました。」、「英語の歌や

絵本に日常で触れることがないので楽しかった。」などの声が寄せられ、大人も子供も楽しめる講座となりま

した。 

・図書館では、本市の子ども読書活動推進計画として位置づけられる「こども読書よむ読むプラン」に基づき

子どもの読書活動推進のための様々な取組を進め、そのなかで乳幼児期の読書活動を推進するための各種お

はなし会（親子のおはなし会、赤ちゃんおはなし会）を開催しました。 

・また、市の母子保健を担当する部署と連携し、全ての子どもに人生最初の本との出会いを作るためのブック

スタート事業を４か月児健診時に実施し、２０２３年度においては１，７２５組の親子に絵本を届けました。

２０２２年度１０月からは、ブックスタート事業のフォローアップとして、３歳６か月健診児を対象にセカ

ンドブック事業を開始し、２０２３年度は親子への絵本プレゼントを１，１１８件実施しました。 

・成果指標である、おはなし会の延べ参加者数は増加を続けており、新型コロナウイルス感染症の流行以前の

水準へと戻り、最終目標値を上回りました。 

 

 

 

 

 

 

活動指標                                         

 

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○乳幼児期に対

応する講座等の

開催事業数 

事

業 
46 35 23 21 15 21 

 

40 

○おはなし会

の開催回数 
回 282 270 130 173 238 288 

 
255 

英語で遊ぼう！Story Time Join us！ クリスマスとくべつおはなし会 
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成果指標 

 

 

今後の課題 

・今後、コロナ禍以前の日常に徐々に回帰していくことが予想されますが、遠隔地からでも参加でき、尚かつ

会場の規模に参加者数を限定されることのない、オンラインだからこそ開催可能で、受講者にとって利点の

ある講座については、今後も対面での講座と並行して実施できたらと考えます。 

・ただし、オンライン講座には、自宅で受講できるという安心感や、小さな子どもがいても参加できるという

メリットがある一方で、子どもが集中して参加してくれないという理由から、対面形式を望む方々もいるた

め、対面講座の内容をそのままオンラインで提供するのではなく、オンラインだからこそ開催可能な内容を

検討する必要があります。 

・対面形式の講座については、現地に行って生身で体験することにより、学ぶことの面白さをいっそう強く実

感できるような講座を考えていかなければならないと考えます。 

・新型コロナウイルス感染対策のため、ブックスタートの会場等で読み聞かせができない状況が続いていまし

たが、今年度から再開することができました。保護者や子どもが絵本と出会う機会を再び創出することがで

き、最終目標値を大きく上回る人数の参加がありました。 

 

 

 2 青少年期対応講座等の開催 （市長部局所管  担当：図書・学び交流課、こども・青少年課） 

 【関連する施策の内容】②青少年期に対応する学習機会を提供します。 

 

・青少年期におけるさまざまな問題をテーマとして、市民ニーズに応じた学習 

機会を提供しました。また、事業実施後にはアンケートを用いて事業の成果 

の把握に努めました。 

・学習センターでは、青少年期の子どもを持つ保護者のための児童家庭教育学 

級（セミナー）を実施したほか、青少年期の児童・生徒を対象に、体験型の 

講座を実施しました。 

 

・生涯学習センターで開催した児童家庭教育学級では、「α世代を育てる親の性教育

知識アップデート」と題した講座を開催しました。 

この講座は、生物学としての性だけではなく、いのちの大切さ、思春期反抗期の

かかわり方、夫婦のコミュニケーションを含めて保護者が学ぶことで、子どもの

自己肯定感の醸成にもつながるような学びとなることをねらいとし、また地域の

子育て世代が交流する機会となることを目的とした講座であり、前年度の児童家庭教育講座の参加者から募

った講座企画委員の方々が企画した市民企画講座です。本講座の開催背景には、前年度の講座受講者たちの、

自ら企画を行うことで現役子育て世代の悩みに合った講座を作りたい、という意欲がありました。 

・企画立案、講師選定、広報制作、周知と集客、および当日の運営について、かつての学習者が自ら講座の担

当者を務めることで、自分の得た学びを他者に伝え、地域に広げていくことができました。また、企画立案

や当日の講座運営などを通して、子どもとの接し方や子育てをめぐる考え方について新たな視座を得て、自

らの学習を深める結果にも繋げられました。 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○乳幼児期に対
応する講座等の
延べ参加者数 

人 6,927 10,818 1,934 3,746 2,470 11,333 
 

7,801 

○図書館や保育
園などでのおは
なし会の延べ参
加者数 

人 3,103 5,330 1,739 2,979 3,454 5,014 

 

3,420 

児童家庭教育学級 

α世代を育てる親の性教育

知識アップデート 
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・講座受講者からのアンケートでは、「異性の子どもなので、性についてどう話してよいかわからなかったが、

きっかけをつくることができた。聞かれても答えにくいことと考えていたが、考え方を変えることができた」、

「性教育をポジティブにとらえなおすことができました。学校の先生やカウンセラーなど、いろいろな方の

お話が聞けたのもよかったです。まずは自分の子に、それから周りの友人や地域の人に伝えられたらと思い

ます」などの声があり、自分の考え方を変えるきっかけとともに、今後実践に移したいという方が多く見ら

れました。 

 

・北部文化・スポーツ・子育てセンターでは全６回に亘る「遊び塾Ⅱ」が実施され

ました。この講座は子どもたちがゲームや工作をとおして、「仲間づくり」「コミ

ュニケーションの大切さ」を学ぶとともに、ものづくりの楽しさを実感し、創意

工夫する力の向上を図り、想像力と自発的な活動意識を高め、「生きる力」を育

むことを目的として行われました。 

・毎回工夫を凝らした工作が用意され、参加した子どもたちは楽しく工作を行っ

ていました。また、未就学児の親子も多く参加し、講座を楽しんでいました。 

・講座受講者からのアンケートでは、「未就学児でもできる工作で親子でとても楽しめました。」、「簡単におも

ちゃ作りができて楽しかったです！家でも手作りおもちゃやってみます！」「楽しかったです。実際のトンボ

をよく観察してみたいと思いました。」との声があり、講座の工作を楽しむだけでなく、バランストンボの工

作から実際のトンボの様子を観察しようとするなど、自発的に活動しようという人も見られました。 

 

・図書館では、図書館見学や図書館員の仕事を体験する一日図書館員などの事業を実施し、図書館をより身近

に感じてもらえるような取り組みを行うことができました。 

・２０２３年度のユースクラブは、青少年が企画から運営まで体験できる機会として、県内の野外活動センタ

ーにおける野外炊事やレクリエーション研修、また、市内施設を活用した工作体験などを提供することで、

自主性や主体性を育み、さらにはグループでの活動を通して協調性や社会性を身に着けさせる取り組みを行

いました。 

・こども体験事業は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を注視しながら事業を実施しました。参加者の子

どもたちは、陸前高田市内の震災遺構見学や現地の人々との触れ合いを通して、自然災害の恐ろしさを学ぶ

と共に、人々の温かさと生きることの意味について考えるきっかけを得ることができました。 

・成果指標である、青少年期対応講座等の延べ参加者数と、ユースクラブの活動日数は、前年度より増加して

おり、コロナ禍前である２０１９年度の水準へと徐々に戻りつつあります。 

 

 

活動指標                                          

※１ ２０２２年までは巡回展示、２０２３年より一定期間の一斉展示(２０２３年１２月１日～１２月２２日

までの２２日間×３１校)に変更 

 

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○青少年期に対

応する講座等の

開催事業数 

事

業 
28 21 10 13 11 12 

 

28 

●ユースクラブ
が知識や技術を
習得するための
会議や研修の実
施日数 

日 26 22 11 17 27 22 

 

27 

●こども体験事

業の活動報告パ

ネルの展示日数 

日 151 288 0 0 84 682 

 

151 

あそび塾Ⅱ 

※１ 
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成果指標 

担当：○図書・学び交流課、●こども・青少年課 

 

今後の課題 

・今後、コロナ禍以前の日常に徐々に回帰していくことが予想されますが、遠隔地からでも参加でき、尚かつ

会場の規模に参加者数を限定されることのない、オンラインだからこそ開催可能で、受講者にとって利点の

ある講座については、今後も対面での講座と並行して実施できたらと考えます。 

・対面形式の講座については、現地に行って生身で体験することにより、学ぶことの面白さをいっそう強く実

感できるような講座を考えていかなければならないと考えます。 

・新型コロナウイルスの影響により、長期間にわたり活動が中止・縮小されていたことを受け、事業を行う団

体から離れていった会員数を新たに確保していく必要があります。 

 

 

 

 3 成人期対応講座等の開催 （市長部局所管  担当：図書・学び交流課）   

 【関連する施策の内容】③成人期に対応する学習機会を提供します。 

 

・家庭・地域・職場で活用できる、自己啓発・能力開発等の講座を実施しました。 

・つきみ野学習センターで実施した「夜の眠りを整える安眠ヨガ」では、全４回に亘

る講座を実施しました。 

・本講座は成人層をターゲットに、地域住民の健康促進を継続的に行うことで運動

不足を解消し、参加者の健康づくりに直結できる事業として開催されました。また、

本事業は昼間受講が出来ない層が受講を行うきっかけとなるよう夜間に開催され

ました。 

・受講者からは「わかりやすくて体が楽になった。」や「落ち着いた。気持ちよくで 

きた。アロマライト・ハーブティーなど工夫が重なっていてとても良いと思いました。今後もこうした講座を

続けてほしい。」、「睡眠の質が向上して QOL が格段に上がった。」などの声が寄せられ、ヨガを行うことで実

際に体の調子が良くなった方や、今後も継続して行いたいという方がいました。 

・講座終了後、受講者の約半数がサークルとして継続したい・興味があると回答しており、今後サークルによ

る継続的な学習へと繋がっていく可能性があります。 

 

 

活動指標                                         

 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○青少年期に対
応する講座等の
延べ参加者数 

人 1,330 1,070 342 416 592 650 
 

1,498 

●ユースクラブ
の活動日数 

日 90 79 22 39 70 70 
 

92 

●こども体験
事業参加者数 

人 29 25 0 0 17 30 
 

30 

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○成人期に対応

する講座等の開

催事業数 

事

業 
16 12 6 7 10 8 

 

15 

夜の眠りを整える安眠ヨガ 
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成果指標 

 

 

今後の課題 

・今後、コロナ禍以前の日常に徐々に回帰していくことが予想されますが、遠隔地からでも参加でき、尚かつ

会場の規模に参加者数を限定されることのない、オンラインだからこそ開催可能で、受講者にとって利点の

ある講座については、今後も対面での講座と並行して実施できたらと考えます。 

・ただし、オンライン講座には、デジタルディバイドをめぐる問題も付随するため、引き続き、各地区の学習

センターにサテライト会場を用意するなどして、パソコンやタブレットといったデバイスを所有していない

方にも配慮した実施方法を検討する必要があります。 

・対面形式の講座については、現地に行って生身で体験することにより、学ぶことの面白さをいっそう強く実

感できるような講座を考えていかなければならないと考えます。 

 

 

 

 4 高齢期対応講座等の開催 （市長部局所管  担当：図書・学び交流課）   

 【関連する施策の内容】④高齢期に対応する学習機会を提供します。 

 

・高齢期においても元気に、生きがいづくりや健康づくりに取り組むための講座を 

実施しました。 

・生涯学習センターでは、人生の終盤にその人らしい自己実現と、彩りある時間を過

ごすために、ともに見つめなおし、考えることを目指して「“おひとりさま”で機嫌

よく生きる」という講座を全２回開催しました。 

・1 回目の講座では講師である『婦人 公論』編集長から、「一人暮らしを機嫌よく楽

しんでいる」方々とそのコツ等の事例の紹介が行われました。また、２回目の講座で

は大和市おひとりさま政策課により、大和市の具体的な施策についての説明が行わ

れました。 

・受講後のアンケートでは、「おひとりさま生活の色々なアイディアを教えられ、今後の生活の参考になりまし

た」、「市の取り組みと内容が明確になり、今後の参考になりました」といった声が見られ、本講座で学習し

た事柄を今後の暮らしに活かしていこうとする意欲、行動変容の兆しが表れていました。 

 

・成果指標である、高齢期対応講座等の延べ参加者数は、コロナ禍で大きく減少していたものの、２０２３年

度は大きく増加し、コロナ禍前の水準まで戻りました。 

 

 

活動指標                                         

 

 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○成人期に対応
する講座等の延
べ参加者数 

人 613 594 245 325 587 401 
 

690 

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○高齢期に対応

する講座等の開

催事業数 

事

業 
10 11 10 8 8 8 

 

11 

“おひとりさま”で 

機嫌よく生きる 
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成果指標 

 

 

今後の課題 

・２０２３年度はコロナ禍以前の水準にまで戻りましたが、今後も遠隔地からでも参加でき、尚かつ会場の規

模に参加者数を限定されることのない、オンラインだからこそ開催可能で、受講者にとって利点のある講座

については、今後も対面での講座と並行して実施できたらと考えます。 

・ただし、オンライン講座には、デジタルディバイドをめぐる問題も付随するため、引き続き、各地区の学習

センターにサテライト会場を用意するなどして、パソコンやタブレットといったデバイスを所有していない

方にも配慮した実施方法を検討する必要があります。 

・対面形式の講座については、現地に行って生身で体験することにより、学ぶことの面白さをいっそう強く実

感できるような講座を考えていかなければならないと考えます。 
 

 

  

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○高齢期に対応
する講座等の延
べ参加者数 

人 693 1,069 479 371 545 1,067 
 

780 

個別目標１―（２） 生涯各期に合わせた学習機会の提供 [達成度]   Ｂ 
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個別目標１―（３）  市民のニーズや現代的課題に合わせた学習機会の提供 

・多様化する市民の学習ニーズに応えることが求められています。 

・急変する社会状況や生活環境に対応した学習機会の提供も必要です。 

 

     【めざす姿】 

      自らの興味や社会状況に合った学習をすることにより、 

心や生活が充実した市民が増えている。 

  

 

     【施策の内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別目標１－(3)を達成するための主な取組                                   

 1 受講者アンケートの実施 （市長部局所管  担当：図書・学び交流課） 

 【関連する施策の内容】①市民ニーズに応える学習機会を提供します。 

  

・学習センターで実施した各講座においては、オンライン講座を含め、講座終了後にアンケートを実施し、企

画意図に合わせた評価指標を設け、実施効果を測りました。 

・毎年、各学習センターでは、様々なジャンルの講座を開催していますが、成果指標であるアンケートによる

参加者の満足度については、最終目標値を上回る数値となりました。 

 

活動指標                                         

 

成果指標 

 

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○アンケート調

査の実施回数 回 204 160 110 117 120 375 
 

150 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○アンケートに

よる参加者の満

足度 

％ 94 98 98 98 92 97 

 

94 

① 市民ニーズに応える学習機会を提供します。 

・市民の学習ニーズを的確に把握し、それに対応した学習機会を提供します。 

・受講者アンケートなどにより、変化する学習ニーズの把握に努めます。 

・指定管理者のもつ民間ノウハウを活用し、充実した学習機会を提供します。 

② 社会状況に対応した「現代的課題」に関する学習機会を提供します。 

・地球環境の保全、国際理解、男女共同参画社会の実現、情報化社会への対応など、市民が 

社会生活を営む上で理解し、身につけておくことが望まれる課題についての学習機会を提 

供します。 
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今後の課題 

・参加者の満足度について、昨年度より増加し例年並みとなりました。引き続き満足していただけるよう、内

容面でのいっそうの充実を目指したいと考えます。また、講座に関するアンケート調査のほかにも、いかな

る分野の学びに興味を持っているか、関連する分野において次はどういった講座を受けてみたいかなど、多

様な市民ニーズを把握し、高水準の満足度を得られる事業展開を図る必要があります。 

 

 2 現代的課題対応講座等の開催 （市長部局所管  担当：図書・学び交流課） 

 【関連する施策の内容】②社会状況に対応した「現代的課題」に関する学習機会を提供します。 

 

・多文化共生や防災、環境など、様々な現代的課題をテーマとした学習機会の提供に努めました。 

・北部文化・スポーツ・子育てセンターでは災害時のために知っておきたい、 

地域の防災について学ぶこと等を目的とした「今いちばん知りたい“身近な 

防災”～大和の防災と自宅でできる備え～」という講座が開催されました。 

・アンケートには「簡易トイレの作り方の体験がとても良かったです」、「スタ 

 ンドパイプの設置場所とそういうのがあるということを始めて知りました。 

いつ起きるか知れない災害 改めて認識し再確認しました」などの声が寄せ 

られ、受講者は防災に関する知識を学べました。 

・ 加えて「自宅に購入してある、災害時用トイレ用品の状態を確認しようと思 

いました」という回答もあり、講座で学んだことを活かして防災に役立てよ 

うという姿勢が伺えました。 

・つきみ野学習センターが再開したことにより、開催事業数は増加しました。 

 また、渋谷学習センターで開催された「江戸楽アカデミー」のような新規講座に多くの方が参加されたほか、 

 桜丘学習センターの「はじめての手話入門講座」のような既存の講座にも前年度より多くの方が参加された

結果、講座等の延べ参加者数は前年度から大きく増加することとなりました。 

 

活動指標 

 

成果指標 

 

今後の課題 
・コロナ禍から日常への回帰が見られますが、オンライン講座の実施によって得られたノウハウはこれからも

活かしながら、対面とオンライン、それぞれの強みを活かした講座を提供することで、地域課題と、現代の

社会状況の課題に関連した学習機会を提供するため、引き続き５館でテーマを精査しつつ事業展開していく

必要があります。 

 

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○現代的課題に
対応する講座等
の開催事業数 

事

業 
39 29 18 28 24 38 

 
38 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○現代的課題に
対応する講座等
の延べ参加者数 

人 1,615 1,992 646 2,008 1,700 4,086 
 

1,819 

個別目標１―（３） 市民のニーズや現代的課題に合わせた学習機会の提供 [達成度]   Ａ 

今いちばん知りたい“身近な防災” 

～大和の防災と自宅でできる備え～ 



 

- 101 - 

 

個別目標１―（４）  スポーツや健康に関する学習機会の提供 

・生涯を通じて健康で豊かな生活を送れるよう、日常的にスポーツに親しむことができる環境や 

機会を提供することが必要です。 

・また、市民の健康に対する意識の高まりに応じた健康に関する学習機会の提供も求められます。 

 

 

     【めざす姿】 

      日常的にスポーツに親しみ、健康的に暮らす市民が増えている。 

 

 

【施策の内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別目標１－(4)を達成するための主な取組                                   

 1 スポーツ教室等の開催 （市長部局所管  担当：スポーツ課） 

 【関連する施策の内容】①スポーツに親しむことができる学習機会を提供します。 

  

・スポーツ教室については、日ごろスポーツをする機会の少ない人もスポーツの 

 楽しさを経験し、スポーツを習慣化することを目指しています。 

・実施種目については、２０２０東京オリンピック・パラリンピックのレガシーを 

引継ぎ、パラスポーツ体験のような種目のほか子どもや障がい者等、 

全ての人がスポーツに親しめるきっかけとなるような種目を実施しています。 

・市民のスポーツ観戦機会の提供については、トップレベルの大会等を市内のスポ 

ーツ施設に誘致し身近な場所でハイレベルなスポーツ観戦の機会を提供します。 

２０２３年度は、関東大学ラグビー対抗戦や、卓球のノジマＴリーグ、ジャパン 

ラグビーリーグワンを大和スポーツセンターに誘致しました。 

また、女子サッカー観戦デーとして、大和シルフィードのホームゲームをなでしこスタジアムで開催するな

ど、身近な場所でトップレベルのプレーを観戦できる機会を提供しています。 
 
 
 

① スポーツに親しむことができる学習機会を提供します。 

・市民の自発的なスポーツ活動を奨励する教室やイベントなど、スポーツに関する様々な学習機会

を提供します。 

・スポーツの大会や試合などの観戦の機会を提供し、市民のスポーツへの興味、関心を高め、健康

への意識啓発を図ります。 

・スポーツを通じた健康づくり、地域の絆づくり等を推進させ、老若男女を問わず市民の誰もが生

涯にわたって豊かな活動を送れるようにします。 

② 健康維持・増進につながる学習機会を提供します。 

・健やかに楽しく生きるための知識を深め、健康づくりにつながるような健康維持、増進に関する

学習機会を提供します。 

・食事や運動だけでなく、市民ニーズに応じた健康に関する様々なテーマによる学習機会を提供し

ます。 

 

スポーツ教室 

（アクアスポーツ教室） 
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活動指標                                       

 

成果指標  

※１ 年１回以上直接会場でスポーツを観戦している人の割合については、大和市スポーツ推進計画において

実績を把握する年度が決められていることから２０１９、２０２０及び２０２２年度の実績はありませ

ん。 
 
 

今後の課題 
・オリンピック・パラリンピックといった国際大会等で注目度が高まった競技を実施種目に反映させていく等、

今後もスポーツへの興味・関心を醸成できるような、魅力のある事業を継続することが求められます。 

・各種スポーツ団体や総合型地域スポーツクラブと連携を図り、スポーツが続けられる環境を整える取り組み

が必要です。 

・２０２３年度は多くのスポーツ推進事業が再開をしましたが、悪天候の影響や新型コロナウイルスの影響が

残り、コロナ禍前の参加者数に戻らない状況です。イベント開催情報を広く提供する等、参加へとつなげる

必要があります。 

 

 

 2 健康維持・増進に関する講座等の開催 （市長部局所管  担当：図書・学び交流課） 

 【関連する施策の内容】②健康維持・増進につながる学習機会を提供します。 

 

・学習センターでは、健やかに楽しく生きるための知識を深め、健康づくりにつながる機会を提供しました。 

・生涯学習センターで「目」と「歯」について、基本的な知識をおさらいし、チェックテストを行うことで自

身の現状を把握し、課題を認識した上で、更に具体的なケアや最新情報を学び、また各々が定期健診に行き、

得た知識を友人・家族に伝えるなど、「行動を変えたい」と意識することを目的として「４０代から備えたい！

１００年使える自分の目と歯」という講座が全２回開催されました。 

・講座の１回目には順天堂大学 眼科学教室 先任准教授 平塚氏により、眼の検査で脳卒中・心疾患の発症予防

や糖尿病の状態の把握に役立つことなど、普段なかなか聞くことができない情報や専門資料について分かり

やすく説明が行われました。 

・講座の２回目では鶴見大学 歯学部 口腔リハビリテーション 補綴学講座 講師 菅氏により、実際の患者さ

んの事例（動画）などを交えて「口から食べること」に関わる高齢者特有の病気（認知症など）と歯の関り、

摂食嚥下機能などについての講義が行われました。 

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

◇スポーツ教室

開催延べ教室

数 

教

室 
14 16  6 4 15 14 

 

14  

◇スポーツ観戦

機会の提供数 回 12 21  7 7 12 14 
 

12  

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

◇スポーツ教室

延べ参加者数 
人 1,062 722 331 206 611 507 

 
1,230 

◇年１回以上直

接会場でスポー

ツを観戦してい

る人の割合 

％ 34.3 ― 

 
 

― 

 
 

14.9 ― 

 
 

21.6 

 

 

37.8 

※１ 
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・第１回、第２回ともに参加者の満足度は非常に高く、「最近、眼科に行ってないので、眼底検査をしてもらい

たいと思いました」と本講座で学習した内容を実際に行おうとする人もいました。 

・このような取組の実施により、成果指標である、健康に関する講座等の延べ参加者数は、２０１９年度から

連続的に増加を見せ、最終目標値をも大幅に超える数値となりました。参加者数については、ポラリスにて

全１７回に亘り実施された「たのしく続けよう！ポラリス健康体操」の盛況も関係しております。 

 

活動指標                                         

 

成果指標  

 

 

今後の課題 

・コロナ禍を経て、健康維持・増進に関する講座の需要は高く、今後ますます増加していくものと予想されま

す。講座の形式については、デジタルディバイドの問題を考慮するなら、パソコンやタブレットを所有の有

無を問わずに受講できる対面講座に利点がありますが、その一方で、オンライン形式であれば会場には足を

運びづらい方々にも学習機会を提供することができます。各地区の学習センターにサテライト会場を設ける

など、オンラインと対面、双方の利点を活かし、引き続き、健康づくりのための機会を提供していきたいと

考えます。 

 

 

個別目標１―（４）  スポーツや健康に関する学習機会の提供 [達成度]   Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○健康に関する

講座等の開催

事業数 

事

業 
7  6  5 6 5 5 

 

10  

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○健康に関する

講座等の延べ

参加者数 

人 125 267 304 311 477 800 

 

141 
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個別目標１―（５）  芸術・文化・歴史に関する学習機会の提供 

・心豊かで潤いある生活を送るには、文化や芸術に親しむことができる機会の提供が大切です。   

・地域の歴史や伝統、文化を知ることは、郷土意識の醸成にも寄与します。 

 

 

     【めざす姿】 

      芸術や文化に関する学習機会や、歴史や伝統が受け継がれていくための学習活動が 

展開され、文化芸術に親しむ市民が増えている。 

  

 

【施策の内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別目標１－(5)を達成するための主な取組                                   

 1 芸術文化に関する講座等の開催 （市長部局所管  担当：図書・学び交流課） 

 【関連する施策の内容】①芸術や文化に親しむ学習機会を提供します。 

 

・各学習センターにおいて、芸術・文化に関する活動のさらなる充実を図るた

め、映画鑑賞会、コンサート、音楽史や美術史に関する講座を始めとし、押し

花、ちぎり絵、スケッチ、楽器演奏、演劇などを実践する講座および参加体験

型のワークショップを開催しました。 

 

・渋谷学習センターで開催された「演劇ワークショップ」という講座には、小学

校３年生から８０歳までの参加者が集まりました。 

・この講座は、演じる側として演劇に親しむ機会や年齢をこえた仲間づくり、

自己をみつめる場を提供することを目的としており、参加者は世代を超えた

交流や、初対面の人と一緒に作品を作ることを体験できました。 

・アンケートには「みなさんが、すごく前のめりでやさしい時間がありました。ありがとうございました。世

代の違いもあって、とてもよかったです」、「参加者の皆様の元気に勇気づけられました。」あるいは「日常生

活では使わない脳や神経をフルに使いました。“難しい”と思っても皆さんの暖かさで表現できる 

 かもやってみようと思えました。」など、参加者間のコミュニケーションの深まりを喜ぶ声や他の参加者のお

かげで演劇を行えたという声が多く見られました。 

① 芸術や文化に親しむ学習機会を提供します。 

・音楽や演劇の発表会、芸術鑑賞の機会、芸術文化に関する講座など、市民が芸術や文化に 

親しむ学習機会を提供します。 

・芸術活動や文化活動を行う学習団体との情報共有及び連携を進め、学習団体の活性化、文化

芸術活動の推進を図ります。 

② 歴史や伝統が受け継がれていくための学習機会を提供します。 

・市民が伝統文化を知る機会の充実を図り、歴史や文化が後世に継承されていくための学習機

会を提供します。 

・郷土資料や文化財を収集して保護し、調査研究を進めるとともに、展示や刊行物の発行とい

った形での学習機会も提供します。 

 

 

 

演劇ワークショップ 
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・ 加えて「人前で演じているのがふだんできない事で良かったです。他の人のタイミングやアドリブを読んで

合わせるのがおもしろかったです」や「ふだんの社会的な規範や役割から少しだけ解放され、自分が否定的

にジャッジされることのない安心感を得られた。大人でも子どもでもふだんとは違う自分になれたと思う。」

など、日常ではできないことを楽しんだり、演劇を通して日常とは違う自分を見出したりしていました。 

・また、本講座は、大和市在住の若手俳優をバックアップし、講師として教える機会・経験を提供する場でも

あります。学ぶ側のみならず、教える側も講座経験を積むことで、自らの学びを深めることができました。 

 

活動指標                                         

 

成果指標  

 

 

今後の課題 
・つきみ野、桜丘、渋谷学習センターはギャラリーを有していますが、十分に活用できていない状況にあるた

め、特別展の企画等の検討や、利用団体への周知を行うことにより、成果をさらに高めることができると考

えます。 

 

 

 2 歴史企画展等の開催 （市長部局所管  担当：文化振興課） 

 【関連する施策の内容】②歴史や伝統が受け継がれていくための学習機会を提供します。 

  

・郷土の歴史資料や文化財の収集・保存・調査研究を継続的に実施し、

その成果をつる舞の里歴史資料館、下鶴間ふるさと館、郷土民家園の

歴史文化３施設における企画展示、年中行事展示、講座等の事業とし

て還元することで、市民に学習機会を提供しました。 

・つる舞の里歴史資料館企画展示として、織姫と彦星の伝承と夏の星座

に関する「七夕と星」、市域出土の土器を使用した最新の研究成果や、

市域の縄文時代の遺跡について紹介する「再考・縄文時代の食」、林

間都市に居を構えた人たちをはじめとした市域にゆかりのある文人

たちや、市域を舞台とした創作物などについて紹介する「ゆかりの

文人たち」を開催しました。 

・つる舞の里歴史資料館特別展示として、文化財保護審議会会長である金子皓彦氏のコレクションの中から麦

わら細工を取り上げ、「金子皓彦コレクション 麦わら細工～多彩な輝きに魅せられて 麦わらの大変身～」

及びワークショップ「麦わら細工を作ろう」をシリウスにて開催しました。展示には４日間で 1,205人の方

が来場し、好評を得ました。 

・つる舞の里歴史資料館、下鶴間ふるさと館、郷土民家園において、市域に伝わる年中行事の展示を実施しま

した。つる舞の里歴史資料館では、ひな人形・五月人形の展示において市民サークルの協力を得ており、市

民の活動成果の発表の場ともなっています。 

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○芸術・文化に

関する講座等の

開催事業数 

事

業 
3 3 7 7 17 13 

 

8 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○芸術・文化に

関する講座等の

延べ参加者数 

人 263 250 254 464 1,574 1,889 
 

296 

つる舞の里歴史資料館特別展示 
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・郷土民家園では、地域に身近な文化財についての理解と関心を高めるために、文化財愛護講座「大山信仰と

それをとりまく人々」を指定管理者主催の自主事業として開催しました。受講者からは「興味深かった」「大

山道を実際に歩いてみたくなった」等の声が寄せられました。 

 

活動指標                                          

※１ ２０２０年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため２０２０年４月１日(水)～６月３０日(火)まで

臨時休館。 

 

成果指標                                          

※１ ２０２０年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため２０２０年４月１日(水)～６月３０日(火)まで

臨時休館。 

 

 

今後の課題 
・市民の学習機会の充実と共に、文化財等に関する様々な情報を発信するために、魅力的な事業の実施を継続

していく必要があります。 

・受け継がれた文化財を次世代に継承するために、適切な修理や保存を行う必要があります。 

 

 

  

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

◎つる舞の里歴

史資料館企画展

の開催回数 

回 3 3 4 6 5 6 

 

3 

◎歴史文化施設

の開催事業数 

事

業 
65 65 26 45 5７ 55 

 
65 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

◎つる舞の里歴

史資料館で開催

する企画展（３館

合同含む）の来

館者数 

人 1,740 1,804 2,150 2,831 2,037 3,055 

 

2,400 

◎歴史文化施設

の利用者数 
人 54,443 47,760 37,516 50,280 42,607 37,025 

 
61,200 

個別目標１―（５） 芸術・文化・歴史に関する学習機会の提供  [達成度]    B 

※１ 

※１ 
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[施策目標１に対する総合評価] 

 

・市民の居場所の提供については、新型コロナウイルス感染症の感染対策を全施設で継続し、『安心して学習で

きる場』づくりに継続的に取り組んできたことが、前年度を上回る来館者数の実績に表れたと考えます。 

・また、各種の講座や教室については、従来の対面によるものに加え、オンライン等を活用するなど、コロナ

禍で培ったノウハウ等を活かすことにより、２０２３年度については、講座に対する受講者の満足度が最終

目標値を上回る結果となり、例年と同程度の水準まで戻りました。 

・新型コロナウイルスが２０２３年５月に５類感染症に移行したこともあり、実績が大きく増加した事業があ

る一方で、未だコロナ禍の影響から脱せず実績が振るわない事業があるため、施策目標１に構成される２０

２３年度の取組は、全体で観ると概ね期待された結果が得られたと判断し、総合評価をＢとしました。 

[施策目標１の目標達成に向けた施策の展開方針] 

【図書・学び交流課】 

○健康都市大学 

・健康都市大学は２０２３年度をもって終了しました。 

・２０２４年度以降は、「生涯学習をはじめるきっかけづくり」を目的とした、市民講師が主体的に活動できる

講座の開催に努めるとともに、より多くの方が学びの場に参加できる環境づくりに取り組みます。 

○生涯学習センター・図書館 

・コロナ禍から日常への回帰が徐々に進行するなかで予想される利用者数の増加と、状況に応じた感染対策を

両立させつつ、施設の管理運営に努めます。また、引き続き、各地区にサテライト会場を設ける講座など、

対面とオンライン、それぞれの利点を活かした講座実施を検討していきます。 

・ポストコロナの時代において、市民の継続的な学習機会が確保できるように、デジタルディバイドの解消を

目的とした取組を進めながら、従来の対面による講座にとらわれない、オンラインを始めとする学習機会の

提供方法を指定管理者とともに検討します。 

【こども・青少年課】 

・ユースクラブでは、参加者が仲間とともに活動内容の企画・立案、そして、実践・反省・改善までの過程を

行い、協調性、社会性等を身に着けられるよう、体験機会の確保に努めていきます。 

・こども体験事業については、県外での宿泊研修、事前事後研修や活動発表の実施、また、それらの活動を青

年実行委員によって企画、運営するなど、青少年の体験機会の確保に努めていきます。 

【スポーツ課】 

・スポーツを「する」「みる」機会を多くの市民に提供できるように、企画内容の検討、情報発信の工夫に取り

組み、スポーツに関われる環境を提供できるように努めます。 

【文化振興課】 

・新たな企画の立案、情報発信方法の工夫、多彩な事業の実施による施設の魅力向上等に取り組み、市民の学

習機会の充実に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 
 

施策目標１ 誰もがいつでも気軽に学習できる場を提供します [総合評価]  Ｂ  
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施策目標２ 学習を通じて人と人とのつながり、交流の輪を広げます 

仲間や友人などと共に学ぶことによって、人と人とのつながりや交流が生まれます。学習活動

や学習成果の発表を通じた“学びによるつながり”は、地域における交流や連帯感を深め、地域の

コミュニティづくりにつながることが期待されます。 

 

個別目標２―（１）  情報提供や学習相談による支援  

・学習に関する情報提供は、これから学習活動を始めようとする人たちにとっては大きな助けと 

なります。 

・誰もが気兼ねなく、学習活動に取り組むことができる支援も必要です。 

 

 

     【めざす姿】 

      学習に関する情報や相談体制が充実し、市民の学習活動が活発になる。 

  

 

【施策の内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 学習に関する情報を効果的に提供します。 

・必要としている人に必要とされる情報が届き、学習活動へとつながるよう、体系的かつ効果的

な情報伝達をしていきます。 

・講座の内容や募集方法、施設の場所や利用方法、催事、人材及び団体情報など、学習に関する

様々な情報を、各種情報媒体を活用し提供していきます。 

・関係施設に関する情報や、民間情報についても積極的に提供するなど、情報収集及び整理を行

い、提供する機能を充実させます。 

・図書館において、幅広い分野の資料を収集するとともに、レファレンスサービスを充実するこ

とで、市民の読書活動や学習活動を支援します。 

② 学習相談による充実した支援を行います。 

・学習希望者の様々なニーズに対応できるよう、適切かつ的確な学習相談による支援を行いま

す。 

・学習団体に対し、学習発表等の企画立案やＰＲ方法などの助言及び支援を行い、市民交流の促

進を図ります。 
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個別目標２－(1)を達成するための主な取組                                   

 1 レファレンスサービスの提供 （市長部局所管  担当：図書・学び交流課） 

 【関連する施策の内容】①学習に関する情報を効果的に提供します。 

  

・図書館におけるレファレンスサービスの提供は、市民の自主的な学習活動を支援する図書館の基幹サービス

のひとつであり、利用者の満足度向上にも直結します。 

・成果指標である、市民一人当たりの図書の貸出冊数は最終目標値に到達していませんが、つきみ野学習セン

ター図書室休館の影響もあったと考えられ、次年度は最終目標値に到達すると見込んでいます。 

・また、リクエストについては、２０２３年度は３１７，７３９件を受け付け、市民の学びたいという気持ち

に応えました。 

・各世代向けの広報媒体にレファレンスサービス提供の案内を掲載し、利用者への周知を強化しました。 

 

活動指標                                         

 

成果指標  

 

 

今後の課題 
・図書館におけるレファレンスサービスの利用数は図書館機能を計る重要な指標のひとつであり、最終目標値

に到達した後も、利用者数の増加に努める必要があるため、レファレンスサービスの広報を行う媒体を増や

すことを検討しています。 

 

 

 

 2 学習情報の提供・学習相談の実施 （市長部局所管  担当：図書・学び交流課） 

 【関連する施策の内容】②学習相談による充実した支援を行います。 

 

・学習情報をコンパクトにまとめた「健康都市やまとＭＡＮＡＢＩ支援ガイド」 

や「広報やまと」、市のホームページなどを活用し、継続的に学習情報を提供 

しました。 

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

〇図書館の蔵書

数 冊 586,553 617,823 626,380 638,609 654,532 663,214 
 

686,000 

〇レファレンス

サービスの広報

回数 

回 4  2 2 2 2 4 

 

8 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

〇市民一人あた

りの図書の貸出

冊数 

冊 5.39 5.83 4.42 5.85 5.38 5.5１ 

 

5.85 

〇レファレンス受

付件数 件 295 456 361 405 510 432 
 

302 
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・また、市民の多様なニーズを学習活動に結びつけていくために、窓口・電話での学習相談を適宜行いました。

学習相談員数は現状維持となりましたが、相談件数は前年度より大きく増加しました。 

・各種制限が徐々に緩和されていく各学習センターの利用方法について、ＨＰのほか、電話や窓口において、

学習団体へ細かく説明を行い、継続的な活動に向けた支援を行いました。 

 

活動指標                                       

※１ 計画策定時（２０１７年）の学習相談員の数は、生涯学習センター（指定管理者）の職員と地区館（市

職員）を合算。 

 

成果指標  

 

 

今後の課題 
・インターネットの普及により、個人で多くの情報を得ることが容易になっていますが、ペーパーメディアで

日ごろ生涯学習に関する情報を取得している層もいるため、ターゲットに応じた効果的な情報提供の手法を

検討していく必要があります。 

・今後、コロナ禍以前の生活様式に戻りつつあるなか、学習センターの利用方法につき、様々な問い合わせが

寄せられると予想されます。適切な応答、案内により、利用者の皆様にとって過ごしやすい学習環境を提供

できるよう、指定管理者との情報共有等に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

〇学習相談員数 人 32 36 34 28 29 29  33 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

〇学習に関する

相談件数 
件 3,382 4,454 6,236 4,991 3,937 6,850 

 
3,962 

個別目標２―（１） 情報提供や学習相談による支援  [達成度]    Ｂ 

※１ 
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個別目標２―（２）  人材や団体の育成と活用に関する支援 

・個人や団体が学習により得た知識や経験を、地域や他の学習希望者と共有することは、社会に 

有益であるとともに、本人にとっても大変意義のあることです。 

・生涯学習を推進していく上では、学習者の支援とともに、学習支援者となる人材や団体を育成し 

活用することが重要です。 

 

     【めざす姿】 

      学びを支える担い手づくりが進められ、市民同士で教え、学び合うシステムの構築が 

進んでいる。 

  

【施策の内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別目標２－(2)を達成するための主な取組                                   

 1 団体利用の登録説明会の開催 （市長部局所管  担当：図書・学び交流課） 

 【関連する施策の内容】①学習者や学習支援者、学習団体への支援の充実を図ります。 

  

・「団体利用の登録説明会」は、これまで各学習センターで実施されてきた「利用者懇談会」のような既存の利

用団体に対する利用者説明会ではなく、これまで学習センターを利用したことの無い市民や団体を対象に、

施設見学と利用登録に関する説明会です。 

・２０２３年度については、最終目標値と同数の登録説明会を開催出来ましたが、依然としてコロナ禍の影響

は尾を引いており、前年度より学習団体の登録数は増加しましたが、未だコロナ禍前の水準まで戻っていな

い状態です。 

 

活動指標                                      

 

成果指標  

 

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

〇団体利用の

登録説明会の開

催回数 

回 -  1 0 0 1 5 

 

5 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

〇学習団体の

登録数 
団

体 
1,761 1,991 1,638 1,732 1,487 1,552 

 
1,869 

① 学習者や学習支援者、学習団体への支援の充実を図ります。 

・市民の学習活動が円滑に行われるよう学習者や学習支援者、学習団体を支援するとともに、 

学習成果を市民の生涯学習推進に活用します。 

・学習者の高齢化などにより、活動の継続が困難となっている団体に対し、継続して団体活動 

が行えるよう相談や支援を進めます。 

・子どもの読書活動に関わるボランティアの育成を図ります。 
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今後の課題 
・新規団体の設立を促すため、単に個人学習を目的とした講座だけでなく、講座に参加した他の学習者とのつ

ながりをつくり、グループ活動を生み出すような学習プログラムの立案を行っていく必要があります。 

・学習者の高齢化などにより、活動の継続が困難となっている団体に対し、引き続き、新規会員獲得のための

支援を行っていく必要があります。 

・学生が高校卒業後にスムーズに団体を形成できるような、学生向けの講座やサービスなどを考案し、地域の

若年層の利用を促したいと考えます。 

 

 

 2 読み聞かせボランティア養成講座の開催 （市長部局所管  担当：図書・学び交流課） 

 【関連する施策の内容】①学習者や学習支援者、学習団体への支援の充実を図ります。 

 

・「こども読書よむ読むプラン」に基づき、様々な取り組みを進めるうえ 

で、読み聞かせボランティアの存在は大変重要な人材であることから、 

ボランティアの育成や、その活動場所を確保する取り組みを進めました。 

・読み聞かせボランティアを養成する講座については、それぞれの経験や 

技術に応じた内容とするなど、初心者から経験者までが幅広く参加でき 

る体制を整えていました。２０２３年度は年間９回の開催、１８４人 

の参加がありました。 

・また、ボランティアの活躍の場の確保のため、大和市立図書館内でボラ 

ンティアによるおはなし会を年４０回実施しました。 

 

活動指標 

 

成果指標  

 

今後の課題 
・新型コロナウイルスの影響で、読み聞かせボランティア活動から離れてしまっている方が散見されることか

ら、再び活動の場に参加してもらえるようボランティアのモチベーションの維持向上に繋がる方策を検討し

ていくことが求められます。 

 

 

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

〇「読み聞かせ

ボランティア養

成講座」の開催

回数 

回 11  9 8 8 11 9 

 

11 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

〇「読み聞かせ

ボランティア養

成講座」等の延

べ参加者数 

人 127 175 124 113 167 184 

 

180 

個別目標２―（２） 人材や団体の育成と活用に関する支援 [達成度]   Ｂ 

読み聞かせボランティア養成講座 
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個別目標２―（３）  学習による市民相互の交流への支援 

・学習による自己の充足だけでなく、学習活動を通じて人と人とのつながり、市民間の交流を促し、 

地域コミュニティの形成につなげていくことが必要です。 

 

     【めざす姿】 

      学習活動や学習成果の発表を通して、地域コミュニティが生まれている。 

  

 

【施策の内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別目標２－(3)を達成するための主な取組                                   

 1 学習センターまつりの開催 （市長部局所管  担当：図書・学び交流課） 

 【関連する施策の内容】①市民相互交流が生まれる学習活動や学習成果の発表を支援します。 

 

・２０２３年度の学習センターまつりは、５館全てで実施しました。 

・各学習センターにおいて、利用団体の活動成果の発表と作品展示の場を設けるとともに、来場者が参加でき

るイベントや体験型の展示などを実施しました。団体と来場者の方々の貴重な交流の場となり、日頃の学習

活動の成果を地域に還元することができました。 

・成果指標である学習センターまつり参加団体数については、前年度は改修工事のため開催出来なかったつき

み野学習センターで開催したこともあり、前年度より大きく増加しました。しかしながら、コロナ禍以前の

実績、さらには最終目標値に達するためには、より多くの団体に声掛けを行い、運営方法を精査、吟味して

いく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動指標                                        

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

〇学習センター

まつりの回数 
回 5 5 3 5 4 5 

 
5 

① 市民相互交流が生まれる学習活動や学習成果の発表を支援します。 

・日頃の学習活動、学習成果を発表できる場を設けるとともに、参加者への支援や内外への 

周知を積極的に行い、学習による市民相互交流や地域コミュニティの形成を促します。 

② 市民の交流機会を創出する学習団体を支援します。 

・学習活動や学習成果の発表などにより、市民交流の創出を推進する学習団体を支援します。 
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成果指標  

 

 

今後の課題 

・各学習センター活動団体による学習活動や学習成果の発表の場として「学習センターまつり」は、継続的に

実施されていますが、同じ学習センター内での交流に留まる傾向があります。 

・今後については、例えば、つきみ野学習センターで活動する団体を、渋谷学習センターまつりへと招待して

参加を促すなど、異なる地域を活動拠点とする団体間の交流を活性化させ、新たな繋がりを生み出すための

取り組みを充実させることが必要です。 

 

 

 

 2 交流機会創出のための支援 （市長部局所管  担当：図書・学び交流課） 

 【関連する施策の内容】②市民相互交流が生まれる学習活動や学習成果の発表を支援します。 

 

・市民の交流機会を創出するために、各学習団体が、まなびの輪支援事業で開催する市民対象の体験講座や自

主事業の周知・広報活動の支援を行いました。 

・まなびの輪支援事業では、各団体の取り組みに参加してもらうだけでなく、団体の取り組みに興味を持って

もらい、新規会員を取り込むことも目的の１つであるため、各団体で実施回数や内容を工夫しながら、地域

住民同士の交流や、地域活動の推進が行われています。 

・学習団体の活動について、つきみ野学習センターが再開されたことや新型コロナウイルスが５類感染症に移

行したことに伴い、まなびの輪の実施団体の増加・講座の規模が拡大したことにより広報回数や講座等参加

者数が増加しました。 

 

活動指標                                         

 

成果指標 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

〇学習センター

まつり参加団体

数 

団

体 
170 159 80 112 95 134 

 

180 

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

〇学習団体によ

る講座等の広報

回数 

回 - 948 223 338 439 477 

 

800 

〇まなびの輪支

援事業説明会

の実施回数 

回 5  3 4 5 4 5 

 

5 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

〇学習団体によ

る講座等参加者

数 

人 3,218 2,898 728 972 918 2,971 

 

3,695 

〇学習団体の

活動支援件数 
件 99 62 27 24 31 66 

 
105 
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今後の課題 
・新型コロナウイルスが５類感染症に移行したこともあり、コロナ禍で減少したまなびの輪の実施団体数が増

加し、講座の規模も大きくなっています。しかし、最終目標値を達成するためには活動をより活発にしてい

く必要があり、そのためには成果を発表する活気や機会を取り戻すための支援を行い、学習団体と地域との

結びつきを高めていく必要があります。 

 

 

  

個別目標２―（３） 学習による市民相互の交流への支援 [達成度]   B 
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[施策目標２に対する総合評価] 

 

・学習情報の提供や学習相談については、団体の活動内容をきめ細かく説明するなど、学習を通じた人と人と

の交流の輪を広げるきっかけになったと考えます。 

・学習団体による主体的な講座等の企画運営、学習成果の地域還元については、新型コロナウイルスが５類感

染症に移行したこともあり、前年度と比べて大きく進みました。しかし、施策目標２が目指す地域における

交流や連帯感の醸成の水準には未だ到達できていないと判断し、施策目標２の総合評価としてはＢとしまし

た。 

 

 [施策目標２の目標達成に向けた施策の展開方針] 

【図書・学び交流課】 

○学習センター 

・今後も学習センターまつりが継続的に行われ、参加団体数が減少せず、団体相互の交流も活性化するよう、

実行委員会のモチベーションの維持と向上を目指してフォローを行います。 

・学習団体が行う新規会員獲得のための広報周知活動の支援を継続して実施していきます。 

○図書館 

・ボランティア養成講座を引き続き行い、読み聞かせボランティアの育成に力を注ぐとともに、ボランティア

団体同士の情報交換などを通じて、ボランティアの活躍の場を広げていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策目標２ 学習を通じて人と人とのつながり、交流の輪を広げます [総合評価]   Ｂ   
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施策目標３ 学習のための環境や仕組みの充実を図ります 

施策目標１・２を達成するためには、学習のための環境づくりや仕組みづくりが欠かせません。 

そのためには、施設の適切な維持管理や機能の充実、生涯学習を支援・推進する体制の充実、

関係機関との連携推進を図る必要があります。 

 

個別目標３－（１） 学習施設の適切な維持管理・機能の充実 

・生涯学習を推進するためには、安全で快適な学習環境の提供とともに、それを維持していくこと 

が大切です。 

・市民の学習ニーズの多様化にも、対応していけるような施設の維持及び更新が必要です。 
 

 

     【めざす姿】 

      市民が快適な環境で学習している。 
  

 

【施策の内容】 

 

 

 

 

 

 

 

個別目標３－(1)を達成するための主な取組                                   

 1 学習環境の向上に関する取組 （市長部局所管  担当：図書・学び交流課） 

 【関連する施策の内容】①学習施設の適切な維持管理、機能の充実を図ります。 

 

・つきみ野学習センターは建物及び各設備の老朽化が進んでいたことから、今後も学習施設として安全かつ快

適にご利用いただけるように、２０２１年１２月末から２０２３年４月９日まで休館し、施設の改修工事を

行いました。また、２０２３年７月１８日～８月４日までは空調設備追加工事を行いました。 

・大規模改修工事により、各部屋のオンライン環境整備として、電源やＬＡＮの追加、オーディオ機器の入れ

替え・老朽化した空調設備の更新など、学習のための機能を充実させることができました。 

・各学習センターで実施した利用者懇談会の場では、社会教育関係団体を始めとする利用団体から利用方法に

ついて出された意見を踏まえ、施設設備の改修状況や、事故及びトラブル対策について報告するなど、適宜

サービスの見直しを行い、学習環境の向上に努めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 学習施設の適切な維持管理、機能の充実を図ります。 

・安全で快適な学習環境を提供するため、学習施設の適切な維持管理を行うとともに、様々な 

ニーズに対応するための機能の充実を図ります。 

・学習センター全館を指定管理者による管理運営とし、民間のノウハウを活用した学習機会の

提供や効率的な管理運営を図ります。 

つきみ野学習センター 

（改修工事後） 

 

 

つきみ野学習センター 

（改修工事前） 
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活動指標                                        

※１ ２０１９年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、学習センター３館で各１回中止となった。 

 

成果指標 

 

今後の課題 

・２０１９年度以降、利用者満足度は着実に上昇し続けております。満足度をさらに向上させるため、今後も

利用者の様々なニーズを聴き取り、応えていく必要があります。コロナ禍から日常への回帰が行われるなか

でも、引き続き、利用者の安全面を考慮した上で学習環境の向上を図りたいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

〇利用者懇談会

の実施回数 
回 5 2 4 5 4 5 

 
10 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

〇アンケートに

よる利用者の満

足度 

％ － 81 83 84 86 88 

 

80 

個別目標３―（１）  学習施設の適切な維持管理・機能の充実 [達成度]  Ａ 

※１ 
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個別目標３―（２） 支援・推進体制の充実 

・学習活動の充実を図る上で、行政各部門の専門性を活用することも、有効な手段となります。 

・また、行政の施策等を効果的かつ効率的に進めていくには、有識者の意見等を参考にしながら、 

有効な方策等を検討することも必要です。 

 

     【めざす姿】 

      行政の知識や経験が市民の学習活動に活かされているとともに、生涯学習を進めていく 

方策が検討されている。 

  

 

【施策の内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別目標３－(2)を達成するための主な取組                                   

 1 どこでも講座の開催 （市長部局所管  担当：図書・学び交流課） 

 【関連する施策の内容】①行政の専門性を活用して、市民の学習活動を支援します。 

 

・開かれた市政の推進及び市民の市制運営への意識を醸成し、生涯学習によるまちづくりの振興を図るため、

研修会や学習の場に専門的な知識を持つ市役所各課の職員を講師として派遣する、生涯学習出前講座「どこ

でも講座」を実施しました。 

・成果指標のどこでも講座の延べ参加者数は、コロナ禍中は大きく減少していたものの、２０２３年度は大き

く増加しコロナ禍前の水準まで戻りました。 

 

活動指標                                      

 

成果指標 

 

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

〇「どこでも講座」

の開催事業数 
事

業 
88 88 88 91 92 90 

 
88 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

〇「どこでも講座」

の延べ参加者数 
人 452 310 58 102 254 485 

 
630 

① 行政の専門性を活用して、市民の学習活動を支援します。 

・行政の専門知識を市民の学習の場で活用し、市民の学習活動を支援します。 

・より効果的かつ効率的な学習支援を図るため、行政各部門と緊密に連携するとともに市民へ

の幅広い情報提供を行います。 

②学識経験者とともに学習活動を推進する方策の検討を行います。 

・学識経験者が参画する学びに関する各種会議を開催し、生涯学習推進に向けた方策の検討等

を行います。 

・各種会議の審議等を通じて、行政の施策等を適正かつ効率的に実施します。 
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今後の課題 
・どこでも講座のメニューを充実させることも魅力的な講座の運営には必要ですが、講義内容に関心を持って

もらうための取り組みとともに、受講者を増やすための周知方法についても、現状のツール（ガイドブック

や市のＨＰ）以外の方法を検討していく必要があります。 

 

 

 

 2 審議会等の運営 （市長部局所管  担当：スポーツ課）（教育委員会所管 担当：図書・学び交流課） 

 【関連する施策の内容】②学識経験者とともに学習活動を推進する方策の検討を行います。 

 

・社会教育委員会議では、２０１５年に行われた社会教育委員と教育委員との情報交換会をきっかけに、家庭

教育支援講座の提案がなされ、社会教育主事の企画を元に社会教育委員会議で検討し、コミュニティセンタ

ーやゆとりの森など地域の身近な場所を利用したアウトリーチ型の家庭教育支援（※)講座を実施してきまし

た。 

（※）「アウトリーチ型の家庭教育支援」とは、保護者の居場所に出向き、働きかける家庭教育支援の方法です。 

 

・この講座は、研究調査の一環として実施されたものであり、２０２３年度はこれまでの活動や研究した内容

を整理し、提言書『子どもの育ちを支える家庭教育の支援のあり方について』としてまとめました。 

提言書は社会教育委員によって大和市教育委員会へ提出され、提言書の説明および情報交換が行われました。 

 

・スポーツ推進審議会では、主に指定管理者の評価についてや、大和市スポーツ推進計画について審議を行い

ました。 

 

活動指標                                   

※１ 社会教育委員会議は臨時会を１回開催しました。また、第４回定例会を新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため中止しました。 

※２ 社会教育委員会議は臨時会を１回開催しました。 

 

成果指標 

担当：○図書・学び交流課、◇スポーツ課 

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

◇審議会等の

開催回数（スポ

ーツ推進審議

会） 

回 3 2 3 3 3 3 

 

5 

〇審議会等の

開催回数（社会

教育委員会議） 

回 4  4 

 

4 4 5 4 

 

4 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

◇スポーツ推進

審議会審議案件

数 

件 6 2 8 6 7 7 

 

6 

〇社会教育委員

会議審議案件数 
件 8 6 5 6 5 8 

 
8 

※１ ※２ 
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今後の課題 
・社会教育委員会議では、アウトリーチ型の家庭教育支援講座を２０１８年から自ら主宰して実施してきまし

たが、今後はこうした取り組みを地域が主体的に担い、持続可能な地域ぐるみの支援体制づくりを目指し、

取り組んでいく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別目標３―（２）支援・推進体制の充実 [達成度]   B 
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個別目標３―（３）  関係機関との連携推進 

・市民の学びの裾野を広げていくなかでは、学びに関わりのある様々な組織や個人の協力を 

 得ながら取り組んでいくことが必要です。 

 

     【めざす姿】 

      多くの組織や個人が行政と連携して、市民の学習活動に貢献している。 

  

【施策の内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別目標３－(3)を達成するための主な取組                                   

 1 地域ボランティア・団体との連携 （市長部局所管  担当：図書・学び交流課） 

（教育委員会所管 担当：こども・青少年課） 

【関連する施策の内容】①学校や市民の学習団体、民間教育機関、個人ボランティアなどとの連携を図ります。 

             ②地域の各種団体等との連携を図るとともに、活動を支援します。 

 

・学習センターでは、市民のさまざまな学習ニーズに応じるために、パソコン・語学・手工芸など、趣味的

なものから専門的なものまで、各分野の知識・技能・経験をお持ちの方を生涯学習ボランティア講師とし

て登録し、学習者の希望に合った講師を紹介する、やまと生涯学習ねっとわぁくを運用しています。 

・やまと生涯学習ねっとわぁく制度を広く知っていただくため、ボランティア講師を活用した「小学生夏休

み体験講座」を行いました。 

・成果指標である、ボランティア講師の利用件数については、前年度と比較するとやや増加したものの、最

終目標値を大きく下回っています。これは、徐々に元の日常生活、行動様式に戻りつつあるとは言え、新

型コロナウイルス感染症の影響により、学習者が、講座の受講を控える傾向が依然として続いていること

が理由と思われます。また、講師の高齢化に伴い、二年に一度の登録更新を取りやめる方がいることから、

講師登録数の総数はコロナ禍前の水準と比べ低い状況にあります。 

  

・青少年指導員は、各専門部会を開催するとともに、感染症の感染拡大を注視しながら、地域の実情に合わ

せた活動（工作やどんど焼き等）を展開し、青少年健全育成に取り組みました。 

 

① 学校や市民の学習団体、民間教育機関、個人ボランティアなどとの連携を図ります。 

・学校との連携を図りながら、学校施設を地域の「学びの場」として開放します。 

・民間教育機関、市民の学習団体や個人ボランティアなどとの連携により、その教育力を生涯学習

推進施策に活用します。 

② 地域の各種団体等との連携を図るとともに、活動を支援します。 

・地域で活躍する各種団体や機関と連携し、学習のための環境づくりを進めるとともに、地域コミ

ュニティの形成や活性化を図るため、団体等の活動を支援します。 

・地域スポーツを支えるスポーツ指導者の育成やスポーツ環境を充実させ、地域スポーツの振興

と安全なスポーツ活動を推進します。 
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※１ 

活動指標                                   

※１ 地方公務員法及び地方自治法の改正により、特別職非常勤職員であった青少年指導員が、２０２０年度か

らは教育行政協力員とされたため、現在は委嘱ではなく、依頼を行っています。 

 

成果指標 

担当：○図書・学び交流課、●こども・青少年課 

 

 

今後の課題 
 ・今後は、やまと生涯学習ねっとわぁくにおいてもオンライン環境を活用した、より利用しやすい相互の教

え合い、学び合いの場の提供を検討していく必要があります。 

 

 

 

 2 学校開放事業の実施 （教育委員会所管 担当：図書・学び交流課・スポーツ課） 

【関連する施策の内容】①学校や市民の学習団体、民間教育機関、個人ボランティアなどとの連携を図ります。 

 

・市民の生涯学習の場として市内の小・中学校９校を、スポーツ活動の場として市内すべての小・中学校で

ある２８校を開放しています。 

・学校の校庭や体育館だけでなく、音楽室・調理室・技術室などの特別教室も開放しており、様々な団体に

利用いただいています。 

・新型コロナウイルス感染症の影響を受け、スポーツ開放利用件数が減少していましたが、コロナ禍前の水

準に戻ってきています。 

 

活動指標                                   

 

 

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

〇ボランティア
講師登録数 人 171 159 126 131 115 120 

 
153 

●青少年指導員
の委嘱人数 人 106 107 96 94 98 95 

 
120 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○ボランティア
講師利用件数 件 22 6 1 3 3 5 

 
25 

●青少年指導員
の活動延べ日数 

日 430 430 86 144 274 383 
 

456 

活動を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

〇特別教室開
放施設数 

施

設 
9  9 9 9 9 9 

 
9 

◇学校施設のス
ポーツ開放利用
団体数 

団

体 
456    430 414 399 405 385 

 
480 
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成果指標 

担当：○図書・学び交流課、◇スポーツ課 

 

※１ 特別教室開放については、新型コロナウイルス感染症感染症拡大防止のため以下の期間中止しました。 

２０２０年度：４月～８月、１月９日～３月２１日 

   ２０２１年度：４月２８日～６月２０日、７月２２日～３１日、８月２６日～９月３０日 

※２ スポーツ開放については、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため以下の期間中止しました。 

２０２０年度：３月２日～７月１４日、１月９日～３月２１日 

２０２１年度：４月２８日～６月２０日、７月２２日～３１日、８月２６日～９月３０日 

 

 

今後の課題 
 ・特別教室開放の存在を知らないために利用していない方もいると思われるため、ニーズを汲み取りつつ、

効果的なＰＲ活動を検討していく必要があります。 

・学校施設のスポーツ開放では、校庭や体育館などの施設利用率が高くなっているため、施設ごとの稼働率

を考慮した利用方法等の検討を行っていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（2017） 

実績値 最終目標値 

（2024） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

○特別教室開
放利用者数 人 16,094 16,038 2,286 4,730 7,967 14,076 

 
18,124 

◇学校施設のス
ポーツ開放利用
件数 

件 14,350 13,279 7,205 9,625 13,625 14,103 
 

15,233 

個別目標３―（３）関係機関との連携推進 [達成度]     B 

※１ 

※２ 
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[施策目標３に対する総合評価] 

 

・利用者懇談会での意見等をもとに日々見直しを行い、快適な学習環境となるよう努めており、2019年度以降、

来館者アンケートにおける利用者満足度は着実に上昇し続けています。今後も利用者の様々なニーズを聴き

取り、応えていく必要があります。コロナ禍から日常への回帰が行われるなかでも、引き続き、利用者の安

全面を考慮した上で学習環境の向上を図りたいと考えます。 

・どこでも講座、生涯学習ねっとわぁく、学校開放事業は、地域のボランティアや他の団体と連携、協力して

実施しているものであり、これらについては適切に運用が図られていると考えますが、その一方で利用率に

ついては、新型コロナウイルスの影響を除いたとしても、成果を高める余地はあったと考え、施策目標３の

総合評価としてはＢと判断しました。 

 

[施策目標３の目標達成に向けた施策の展開方針] 

【図書・学び交流課】 

・引き続き、利用者の声を活かしながら、学習施設の適切な維持管理、機能の充実を図ります。 

・利用者懇談会での意見や来館者アンケートなどをもとに改善した内容を、館内に取組み状況として掲示しま

す。 

・特別教室開放事業は、学習センターに比べ、利用率や開放校の認知度は、まだ少ないものと捉えています。

近隣の学校を生涯学習活動に活用できるよう、学習センター利用団体に対するＰＲの方法を検討します。 

【スポーツ課】 

・学校開放事業実施委員会と連携を図りながら、学校施設を利用してスポーツ及びレクリエーション活動の場

を提供することで、地域の利用者のスポーツ活動の促進およびそれによる健康増進を行っていきます。 

【こども・青少年課】 

・子どもが様々な体験活動を通して学ぶための環境や仕組みを充実させるためには、青少年指導員をはじめと

する地域の各種団体や機関・自治会などが協力していくことが不可欠であり、相互に連携を図っていけるよ

う支援していきます。 

 

 

 

施策目標３ 学習のための環境や仕組みの充実を図ります [総合評価]   Ｂ 



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

― 事 務 担 当 ― 

教育部 教育総務課 政策調整係 

℡ 046（260）5203（直通） 

文化スポーツ部 図書・学び交流課 学び交流係 

℡ 046（259）6104（直通） 

 


